
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校図書館ができる 

“学びの火のおこしかた” 

 
授業の「導入」に向けた支援を考える 

学校図書館問題研究会 埼玉支部 公開学習会 

12 月 21 日［土］13：30 より 
会場：埼玉会館６C会議室（定員 36名） 

※Zoomで同時配信も行います（定員 20名） 

※懇親会も実施予定 詳細は申込フォームから 

授業の単元に入る前に行われる「導入」は、

それまで特に興味関心を抱いていなかった

テーマに対して、子どもたちの心に“学びの

火”をおこし、主体的な授業参加へいざなう

大事なステップです。 
 

教職員にとって、授業の単元の「導入」とは

どのようなものなのか？ 
 

教職員は“学びの火をおこす”ためにどんな

ことをしているのか？ 
 

そうした教職員の視点を理解したうえで、

“学びの火をおこす”ために、学校図書館が

これまで行ってきた支援をみんなで共有・

整理し、これからどのような支援ができる

のかを、あらためて考えてみませんか。 

参加費無料 

お申し込みはこちら 

講師 松本優介氏（県立大宮高校教諭） 


